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研究成果の概要（和文）：2016年に英国で開発されたThe Cognitive scale for Down Syndrome（以下，CS-DS）
に着目し，2021年に日本語版CS-DSを開発した。今回は①対象年齢を10歳以上に拡大できるか、②日本語版CS-DS
の精度確認のため、田中ビネー知能検査ⅤにおけるIQ/MAとの比較により妥当性を検証する。
①については、日本語版CS-DSと外部評価尺度との基準関連妥当性は, 10歳以上の相関係数は0.738であり、評価
者の条件を設定することで、使用できる可能性がある。②田中ビネー知能検査Ⅴで生活年齢の修正が必要な者に
日本語版CS-DSとの精神年齢に相関する傾向がみられた。

研究成果の概要（英文）：Focusing on The Cognitive scale for Down Syndrome (CS-DS) developed in the 
UK in 2016, we developed a Japanese version of the CS-DS in 2021. In this study, we will (1) expand 
the target age range to 10 years and older, and (2) verify the validity of the Japanese version of 
the CS-DS by comparing it with the IQ/MA of the Tanaka-Binet Intelligence Test V in order to confirm
 the accuracy of the Japanese version.
As for (1), the criterion-related validity of the Japanese version of the CS-DS and the external 
rating scale is 0.738 for the correlation coefficient of 10 years and older, and it may be possible 
to use the Japanese version of the CS-DS by setting the conditions of the raters. (2) A tendency to 
correlate mental age with the Japanese version of the CS-DS was observed in those who needed to have
 their life age modified by the Tanaka-Binet Intelligence Test V

研究分野：小児看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
情報評価尺度である日本語版CS-DSの精度が向上すれば、これまで困難とされていた認知機能評価が必要となる
ダウン症者を対象とした介入研究の評価指標として使用できる可能性がある。また、個人の支援としても個別の
認知機能の経時的変化をアセスメントできるツールとなりうる。
併せて、ダウン症者と同様に認知機能評価が困難とされるIQが低く、知的重症度が高い知的障害者への応用がで
きれば、生活支援に有用なアセスメントツールとして活用できる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景  
ダウン症は染色体異常症の中でも最も頻度が高く、近年、平均寿命の延長により、加齢に伴う
重大な健康問題に認知機能低下が指摘されている。合わせてダウン症者の知的障害の重症度は
患者間の差が大きく評価が非常に難しく、特に介入研究では、我々の研究チームでも、ベースラ
インおよび介入後の評価が可能な尺度がないことが課題として挙がってきた。小児用発達スク
リーニング検査を応用や独自のスケールを利用するなどの工夫をしてきたが、特に治験に関し
ては、効果を評価できない経験をしてきた。田中ビネー発達検査やWISC等の発達検査を行うに
は、時間とスタッフの問題、対象者への負担がかかる上に、著しい認知機能低下がある場合は、
検査者の求める動作ができず、判定不能の評価となることが多い。判定不能の評価は福祉サービ
ス受給の判断基準としては有用であるが、介入前後の評価や生活支援のアセスメントツールと
して適さない。 
近年、知的障害者の日常を知る介護者が有する情報を分析する情報評価尺度の有用性が報告
されている。我々は、2016年に英国開発された The Cognitive Scale for Down Syndrome（CS-DS）
に着目し、16 歳以上のダウン症者について 2021 年日本語版 CS-DS の信頼性・妥当性を確認し
た。しかし、他に日本語版の外部評価尺度がないため、さらなる精度確認が必要であった。 

 
２．研究の目的 
今回、汎用化のため、さらなる精度向上を目的とし、日本語版 CS-DS と外部評価尺度として
田中ビネー知能検査Ⅴにおける IQ/MA との比較により妥当性を検証する。合わせて、その他の
知的障害者との比較によりダウン症者の認知機能の特徴を検討する。 
 
３．研究の方法 
（1）日本語版 CS-DSの対象年齢拡大のための検討 
日本語版 CS-DSの対象年齢は 16歳以上である。今回、対象拡大が可能かどうかも含め、上記
研究に先立ち、既存データを再分析し、10～15 歳のダウン症児にも使用可能かどうかの検討を
行った。分析は 2021 年に報告した日本語版 CS-DS の信頼性・妥当性を検証するために 2018～
2019 年に収集したデータコレクションを二次利用した。再分析にあたり、長崎大学大学院医歯
薬学総合研究科（保健学系）倫理委員会の承認を得て実施した．（許可番号：18091301-3） 

2018～2019 年のデータ収集の際、調査を依頼した家族会が会員であるダウン症児・者の年齢
を把握していないことから、家族会全員に発送された。また、将来的に対象拡大の検討を視野に
入れ、調査用紙を受け取ったダウン症児・者について、日常的にお世話をしている 2名の方に日
本語版 CS-DSと外部評価尺度として日本語版 Dementia Screening Questionnaire for Individuals with 
Intellectual Disabilities（DSQIID）の 2 つの尺度での評価を依頼した。今回は 10 歳以上のデータ
について、再評価を行った。 
 
（2）日本語版 CS-DSと田中ビネー知能検査Ⅴの比較 
①対象者のリクルート 
 対象者は医療機関の外来に通う 16歳以上のダウン症児・者とダウン症者以外の知的障害児・
者で、田中ビネー知能検査Ⅴを受検する者である。 
 対象者と同行している保護者に対し、研究の目的、倫理的配慮について説明し、研究参加協力
を依頼した。対象者も理解可能な内容で説明し、アセントを取った。研究協力に同意していただ
いた場合、保護者により同意書を作成した。 
 
②データ収集方法 
日本語版 CS-DSは、調査依頼時または、対象者が田中ビネー知能発達検査 Vの検査中、保護
者には待機時間を利用して、日本語版 CS-DS に回答して頂き、その日に回収した。田中ビネー
知能発達検査Ⅴの受検は、各種申請のために診療の一部として行うもの対象とし、後日、検査結
果について診療録の閲覧と研究への使用について同意を得た。本研究を実施するにあたり、研究
代表者の所属施設および研究実施施設の倫理委員会の許可を得た。 

 
③分析方法 
 A：ダウン症児・者群、B：非ダウン症児・者群として、2群間で日本語版 CS-DSの得点、田
中ビネー知能検査 V における IQ/MA の比較、ケースごとに日本語版 CS-DS の総得点および下
位項目の得点と IQ/MA間の相関を検討した。統計ソフトは、SPSS Ver.27を用い、有意水準は 5%
未満とした。 
 
４．研究成果 
（1）日本語版 CS-DSの対象年齢拡大のための検討 
対象年齢を 10歳以上として、評価者間評価、評価-再評価再検証を行った．妥当性は、内的整
合性と日本語版 CS-DS と日本語版 DSQIID の評価を用いて Pearson の積率相関係数を用いて分



析を行った。ダウン症者 315 名に対して介護者 2 名ずつ計 630 名に調査を行い、1 回目 250 名
（10～15歳：46名、16歳以上：204名）、2回目 165名（10～15歳：25名、16歳以上：140名）
より返信を得た．評価者間評価、評価-再評価、内的整合性の結果を表 1に示す。日本語版 DSQIID
との比較による基準関連妥当性は、 10 歳以上すべての年齢の相関係数は 0.738、10～15 歳が
0.747であった。 
探索的因子分析は、61項目中 56項目が 5因子に分類できた。第Ⅰ因子「自己決定と行動」、第

Ⅱ因子「集中と記憶」、第Ⅲ因子「思考柔軟性」、第Ⅳ因子「課題遂行」、第 5因子「言語的コミュ
ニケーション」と名づけた。因子内の Cronbach α係数はいずれも 0.6以上であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ダウン症者の対象下限年齢を 10歳とした場合でも、認知機能を評価する尺度として使用でき
る可能性がある。10～15 歳における実行機能の級内相関係数は 0.247 と他の機能に比べて低値
であった．評価者間評価の対象者は、母親と母親以外の家族のペアであり、特に実行機能では評
価者間の相関係数が他に比べて低値であった（表 2）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
CS-DS の特徴は実行機能の評価項目が多いことである。ADL の獲得過程にある年代では、育
児関与についての差異が影響するのではないかと考えられる。10～15 歳では主に育児を担う家
族が評価することを条件とすることで適切な評価ができると考える。 
日本語版 CS-DSは家族などの介護者が評価できる簡便さがメリットである．10歳以上とした
ことで、発達のピークを捉えることができる事が示唆され、このことは生涯にわたる生活支援の
一助となり得る．日本語版 CS-DS が広く活用できるように支援方法についても検討していきた
い。 
 
（2）日本語版 CS-DSと田中ビネー知能検査Ⅴの比較 
 16 歳以上のダウン症者およびダウン症以外の知的障害者をリクルートし、ダウン症者 61 名、
非ダウン症者 16名をリクルートした。16歳以上のダウン症者 61名についての日本語版 CS-DS
は Cronbach α＝0.920、非ダウン症者 16名では Cronbach α＝0.969であった。 
 ダウン症者 61 名中、新型コロナウイルス感染症対策により 31 名が各種更新手続きの期間延
長措置があり、田中ビネー知能検査Ⅴの実施が中止となった。 

表 1. 評価者間評価, 評価-再評価，内的整合性の結果

 

表 2. 評価者間評価における 10～15 歳における得点の比較 

                                     （n=16） 

 



田中ビネー知能検査 V を実施した 16 歳以上のダウン症者 30 名と非ダウン症者 16 名につい
て、比較した。対象者の背景を表 3に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 それぞれの群間で、田中ビネー知能検査 Vにおける IQ：知能指数、MA:精神年齢、CA:生活年
齢および日本語版 CS-DS の総得点、下位項目得点を比較し、いずれも有意差は見られなかった
（表 4）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
田中ビネー知能検査 Vは IQ：知能指数の算出において、18才以上では CA:生活年齢の修正を
行う。そのため、CA:生活年齢の修正あり群となし群に分け、MA:精神年齢と日本語版 CS-DSの
得点間の相関を表 5に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
田中ビネー知能検査 Vにおいて、CA:生活年齢の修正が必要なケースは 18才以上である。今
回、対象者が限られていたが、表 5の結果より、修正 CAが必要な対象では、田中ビネー知能検
査 VにおけるMA：精神年齢と日本語版 CS-DS得点は、相関傾向がある。 

CA 修正ありのダウン症者群では、日本語版 CS-DS 下位項目の記憶機能および言語機能の得
点とMAに有意な相関が認められた。実行機能の相関がなかった要因は、ダウン症者は ADLや
スケジュールがある程度定着していると、精神状態が落ち着いていれば、パターン化された ADL
を遂行できる傾向があることが影響している可能性がある。 

CA 修正ありの非ダウン症群では、日本語版 CS-DS 下位項目の記憶機能の得点と MA に有意

表 3. 対象者の背景 

 

表 4.  田中ビネー知能検査 Vおよび日本語版 CS-DS 得点の比較 

 

表 5.  田中ビネー知能検査 Vにおける MA と日本語版 CS-DS 得点の相関 

 



な相関があった。田中ビネー知能検査 V は全般的な知能を測るもので、結果として示されるの
は IQのみである。各種申請に対し、知的重要度を端的に示すことができる点では有用であるが、
認知能力の詳細を知り、生活支援のためのアセスメントツールとしては得られる情報が少ない。
今回の対象者のリクルートでは、WISC-ⅣやWAIS-Ⅳなど全般的な認知能力の発達特性を知る検
査が可能な者は、そちらを選択している場合が多かった。 
対象者数が少ないものの、両群共に日本語版 CS-DSの Cronbach αは 0.9以上あり、尺度の信
頼性は高いと言える。簡便に一定の基準で経過を観察していくツールとしては有用である可能
性が高い。また年齢が高くMA：精神年齢が低いものでは、知的能力との関連が反映される可能
性が高く、特にダウン症では、MA：精神年齢と記憶や言語能力と相関が確認された。加齢によ
り認知能力低下が出現しても、適切な評価ができることが示唆された。今後も症例数を重ね、よ
り詳細な分析を継続したい。 
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